
令和２年度 第８回 高士区地域協議会 

次 第 
 
                    日時：令和 2年 12月 17日(木) 午後 6時 30分～ 

                    会場：高士地区公民館 大会議室 
 

                                   延べ 1時間 30分 
 

１ 開  会                                   
                                 【2分】 

 

 

 
 

２ 議  題                                   
 ⑴ 協議事項                                【85分】 
 

  ① 自主的審議について                        
 

・今後の進め方について 
 

 

 

  ② 令和 3年度地域活動支援事業の事前説明会について             

 

 

 

 

３ そ の 他                                   
 ⑴ 次回開催日の確認等                            【3分】 

   ➢ 日時   ： 月 日（ ）午後 6時 30分から 

   ➢ 開場   ：高士地区公民館 大会議室 

   ➢ 内容（案）：自主的審議について 

           令和 3年度地域活動支援事業の採択方針等の検討について 

 
 

 ⑵ その他 

 

 

４ 閉  会                                   



自主的審議テーマの設定に向けた今後の方向性の検討 

 

カテゴリー 委員から出た意見（第 7 回地域協議会） 
どんな取り組みがあったらよいか？ 

【審議の方向性】 

どうやって深堀りしていくか？ 

【地域協議会での取組内容】 

旧高士スポー

ツ広場 

・高士地区にとって価値のある財産。 

・若者から高齢者までが集える場となってほしい。 

・高士の中心・拠点にしたい。 

・ゲートボールやグラウンドゴルフをするには十分な広さがある。 

・そこから見る景色は本当に素晴らしい。あの景色を放っておくことはもったいない。 

・「このように活用したいため、早く建物を取り壊してほしい」との方向で市に話を持っていきたい。 

・高士中学校には思い入れがあるため、もう少し何かできればと思う。 

・中学校があったことを知らない人もいるため、記念事業をしてはどうか。 

・現在高士小学校で行っている地区の体育大会をスポーツ広場で実施してはどうか。 

（ただし、トイレや休憩スペースがないためすぐに実施することは難しい） 

・公民館事業で作成した四季の見どころマップを活用して、スポーツ広場を中心とした散歩コース

を作ってはどうか。 

  

・「自転車に特化した公園や自然を活用した迷路のある公園をつくる」「高士区内にランニングコー

スや散歩コースをつくる」などのアイデアは、可能か不可能かは別にして、今のコロナ渦の中でも

よいのではないか。 

地区の行事 

・新しいことをやらなくとも、今までやってきたものを改めて、継続していけばよい。 

・今までやってきた伝統行事は続けていなければならないが、大変な行事を増やすことは逆効果で

あるようにも思う。もっと小規模でみんなで楽しめる何かが必要。 

・使命感でやるというよりも、やるなら楽しくやりたい。 

・大行事を立派に行ってきているが、実態は数人が大変な汗水を流して行っていることが現状のよ

うに思う。それをバックアップする体制づくりが大事であり、そのためには人が集まって話し合う

機会が必要。 

・イベントを計画しても役員への負担が大きいため、かなり苦労していると思う。実行する人たち

自身が楽しくなければ、全体が楽しいものにはならないと思うため、もう少し工夫が必要。負担が

多いと後継者も育ちにくい。 

・今ある行事をより多くの地域住民から参加してもらえるようにしていくことがよいと思う。 

・「子どもを巻き込む・子どもを育てる」時にはそこに若い世代もついてくる。 

・イベントに固執せず、普段の生活の中でも何かできることがあるのではないか。 

  

人材・組織 

・行事を行う上での人手不足や年齢構成の偏りの問題がある。 

・もう少し限られた人材だけではなく、若い人を入れる等、年代構成をきちんと整えなければ、継承

していく上でだんだんと弱点が出てくる。 

・世代間交流の機会・場所がない。 

・懇談会等を開催しても、毎回同じ人が参加しているため改善したい。 

・地域活動支援事業は、すべての事業が「点」であり、それぞれ別の事業である。「点」がお互いに

寄り添い合うと、より有効に活用できるのではないか。 

・振興協議会や婦人会等、それぞれがそれぞれで「ひとふさの会」等の事業を行っている。今後どの

ようにしていくのか、どこで誰が協力するか等、有機的に話し合いをしてもよいと思う。 

・横の繫がりが取れていないのではないか。 

・元気な高齢者がカギとなる。そういった方々を巻き込みながら高士区を守っていきたい。 

・高士小学校区青少年育成協議会を中心に何かできないか。 
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カテゴリー 委員から出た意見（第 7 回地域協議会） 
どんな取り組みがあったらよいか？ 

【審議の方向性】 

どうやって深堀りしていくか？ 

【地域協議会での取組内容】 

地域活性化策 

・地域活動支援事業を若い世代から知ってもらいたい。 

・若い世代の意見を十分に取り入れていければよいと思う。 

・自分たちは素人であり、どうすればよいのか分からないため、機会があれば、成功しているモデル

ケースの人から 1 度話を聞いたり、そういった人を交えた上で若い世代の人たちと話を進めてい

かなければ、なかなかうまくいかないのではないかと思う。 

  

その他 

・地区の安全安心が一番大事。消防団等の組織と共に、高齢者が豊かに生活できる地域にしたい。 

・少子化により集団登下校ができないため、必ず大人が送迎しなければならない状態。このままで

は尚更若い人が住みにくい環境になる。 

  

 



令和 3 年度地域活動支援事業 事前説明会 

 実施計画（案） 

 

１ 目 的                                      

新年度の地域活動支援事業の募集に向けて、制度・提案要項等の説明及び採択事業の

紹介等を行うことで、より多くの提案を促すほか、高士区地域協議会の活動報告を行い、

地域協議会の認知度を高める。 

２ 開催日及び会場                                 

・開催日：令和３年  月  日 午後 6 時 30 分から（1 時間程度） 

      ※昨年度は令和２年２月 26 日（水）午後６時 30 分から開催 

 ・会 場：高士地区公民館 大会議室 

３ 内 容                                    

（1）開 会（3 分） 

  ①中部まちづくりセンター長あいさつ（1 分） 

  ②会長あいさつ（2 分） 

（2）地域活動支援事業について（25 分） 

  ①令和 3 年度の募集要項（案）、採択方針、提案書の作成方法等説明（15 分） 

  ②質疑応答（10 分） 

（3）地域協議会の活動報告（15 分） 

  ①地域協議会の活動報告（10 分） 

  ②質疑応答（5 分） 

（4）閉 会（2 分） 

  副会長あいさつ（2 分） 

（5）個別相談（閉会後） 

   中部まちづくりセンター職員が対応 

４ 出席者                                    

・高士区地域協議会委員（費用弁償の対象） 

・中部まちづくりセンター職員 

・高士区内に在住する市民 

・高士区内で活動する各種団体 

５ 広報周知                                   

 ・地域協議会だよりに開催の案内を掲載（1/25 号広報上越に合わせて全戸配布） 

・各団体代表者に案内状送付（過去の提案団体等） 

・地域協議会委員による声がけ☜ご協力をお願いします 
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